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2018 年度  そいる小郡 利用者評価・自己評価 

  

 

 

 

 

 

 
 

そいる小郡ご利用の皆様 

アンケートにご回答ありがとうございました。皆様のご回答とスタッフの自己評価をとりまとめ、

以下のような報告となりました。お時間があるときにでもご一読いただければと存じます。 

また、今回から児童発達支援（幼児さん対象）と放課後等デイサービス（小学生以上高校卒業ま

で）それぞれの回答を頂きました。質問数や表記等には違いがありますが、同じ項目もありますの

で、併記して比較していただけるようにしてみました。子どもさんの年齢や過ごす場所（家庭や学校

など）、保護者が事業所に来られるかどうかでも意見が変わるということを感じました。 

右側：児童発達支援、左側：放課後等デイサービス（影付きで囲んでます）となります。 

※設問が異なるため、類似する設問を並べています。 

※コメント文章のうち、児童発達支援は「児発」、放課後等デイサービスは「放デイ」の記載です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

そいる小郡より 

スタッフの自己評価でも、スペースに関しては児発の子どもさん時には特に課題を感じておりませんが、

放デイでは子どもさん体の大きさや活動量によっては狭いと感じております。その日の子どもさんの顔ぶ

れ、その時々の子どもさんのコンディションによって、一部屋外活動などを取り入れて、引き続き工夫して

いきます。ただし、昨年同様にトイレがバリアフリーでない点については継続的な課題と申しますか、。賃

貸物件上の悩みです。申し訳ありません。 

今後も遊具や設備などはできる限り子どもたちの活動する姿を想像しながら充実させて、必要に応じて

工夫します。 

しかし、人員に関しては子どもたちのことを理解できるスタッフや創造性を持って場所を使えるスタッ

フと出会える日を楽しみにして、現スタッフ一同踏ん張っている次第です。 

 

※広さおよび人員配置に関する（現実的にはない）行政の基準基準はもちろんクリアしてます。 

このようなアンケート以外でも、今後とも忌憚のないご意見をよろしくお願いします。 

（児童発達支援利用者のご意見） 

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

（児童発達支援利用者のご意見） 



 

 

  

そいる小郡より 

昨年度は、一度に全員に即したプランを提供できないことにジレンマも感じておりましたが、その都度、その

場所や活動によってスタッフで役割分担して、子どもさんがそれぞれに満喫できるようにすることが必要だと

もってます。ただ、屋外や公園の利用に関しては、子どもたちがのびのびと遊べるように、かつ制限をかけない

でいいような場所や時間帯を意図的に選択しています。子どもたちがその時々で楽しみたいこと、楽しめること

は変わりますので、決まったプログラムや細かなプログラムにとらわれないようにしております。特に放デイで

はその点が大切ですね。 

また、子どもたちが学校以外の放課後の場でそのような交流を求めているのかなぁと言うことは疑問に思い

ます。これは、昨年に引き続き、「人が少ないときに来たい」という子どもさんもいるので、事業所評価の都合

や大人の都合で交流の場を持とうとは思っておりません（実際に学校生活で存分に、もしくは過剰に経験してい

るような気がしてます）。 

したがって、近隣の子どもたちとの場所の交流の機会は偶発的に起こった場合には進めますし、応援します。

また、外出したいか、事業所内の活動で過ごしたいかなどについては、子どもたちに選択してもらっています。

その点、意思表示をくみ取りにくい子どもさんの場合は、私たちも「どうかなぁ？」と注意深く観察して配慮す

るようにしています。 

子どもさん自身の意見等がご自宅で聞ける機会があれば、是非毎月のお便りで返信お願いします。 

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

そいる小郡より 

電話やメール、直接面談などできる限り迅速に対応するように心がけておりますが、そいる小郡から保護者に

タイムリーにお話ができているかどうかに関しては、是非ご意見等を頂ければと存じます。アンケートへの回答

やコメントからは心強いお言葉ありがとうございます。ただ、相談や連絡に関しては相互に満足することが必要

で、このアンケートにご回答頂けていない方々がどのように感じておられるかも大切なんだと思っております。 

できるだけ真摯に対応しつつ、お役に立っていることを祈りつつも「自分たちはやっているつもりだけど、答

えられているのだろうか･･･」という気持ちは消えないものです。また、相談は常勤スタッフが行なうため、パー

トスタッフからの意見は無回答ででした。スタッフ間でも情報共有しながらも、できるだけいつでも対応できる

スタッフを増やしたいと思います。 

疑問や意見、うれしかった出来事、悲しかった出来事、笑い話等々たくさん寄せて頂いています。とても有難

いです。 

忌憚のない意見として発信して頂き、一緒に子どもさんの育ちを見守る一員にして頂ければ幸いです。 

保護者方々が気軽に立ち寄れる場所にしたいと思います。 

個人情報に関してですが、学校の先生や他の事業所の方々と子どもさんの情報共有は日常的に必要です。もち

ろん注意を払っておりますが、できるならば特別に守秘が必要なことに関して確認や申し出を頂き、通常の生活

では学校や事業所間の連絡をさせて頂くと有難いなぁと思います。 

（児童発達支援利用者のご意見） 

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

 

（児童発達支援利用者のご意見） 



 

 

 

 

 

 

そいる小郡より 

本件に関しては、スタッフ間でも評価が大きく異なりました。大規模な避難訓練を行なっているわけ

でもなく、指示系統を確立しなければ混乱をきたすほどの利用人数でもスタッフ数でもないため、その

都度の確認程度でとどまっていると思います。 

緊急時等の対応・対処については年に一度お手紙でご連絡させていただいております。メールやライ

ン等で居場所と「無事」もしくは「助けて」だけをおくって頂ければ、何らかの動きを起こせます。小

郡市の関係者は協力し合って対応ができるように心がけていると思います。 

また、経験上で申し訳あれいませんが、子どもたちにとって大切なことは不安にさせないこと、心的

外傷後ストレスを残さないことと思っております。災害時や緊急時ほどスタッフが落ち着いて行動でき

ること、いつも以上に楽しい時間を提供できることが大切だと考えています。その点、いつも元気なス

タッフが穏やかな声で静かに振る舞えるかどうかが避難や緊急時の最大の課題です。 

保護者への周知不足も大変申し訳ありません 



 

 

 

 

 

（児童発達支援利用者のご意見） 

（放課後等デイサービス利用者からのご意見）

 



 

 

 

 

 

そいる小郡より 

いつもいつもご理解とご協力をいただき、本当にありがとうございます。 

これからも、安心してこれる場所、気軽に寄れる場所、ほっこりできる場所、それに加えて子どもたち

の変化をしっかりとみつめれる場所を目指したいと思います。 

 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いします。 

 

平成３１年３月３１日 

一般社団法人 わ・Wa・わ  

そいる小郡 スタッフ一同 


